
「右左を見て、手を挙げて渡りましょう」（3保育所合同、交通安全教室）「右左を見て、手を挙げて渡りましょう」（3保育所合同、交通安全教室）

日高町ホームページ　http://www.town.hidaka.wakayama.jp/ 
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私
の
最
も
尊
敬
す
る
中
前
町
長
の

足
元
に
も
お
よ
び
ま
せ
ん
が
、住
民

め
ら
れ
、今
日
の
立
派
な
日
高
町
を

築
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、先
の
選
挙
期
間
中
、町
内
を

回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、多
く
の
み
な

さ
ま
に
お
会
い
す
る
中
で
、町
政
に

対
す
る
強
い
期
待
や
、ま
ち
づ
く
り

に
寄
せ
る
想
い
を
お
伺
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
、改
め
て
町
長
と
し
て
の
重

責
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
般
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
、町
民
の
み
な
さ

ま
方
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、５
月

11
日
よ
り
町
政
を
担
わ
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
前
町
長
は
、誠
実
と
実
行
を
政

治
信
条
に
掲
げ
、住
民
の
み
な
さ
ま

の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、安
心
し
て

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

の
み
な
さ
ま
の
期
待
や
想
い
に
応
え

る
べ
く
、日
高
町
民
で
良
か
っ
た
、日

高
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、み
な
さ
ま
と

と
も
に
、住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全

身
全
霊
を
捧
げ
、笑
顔
で
健
康
に
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、住
民
の
み
な

さ
ま
が
よ
り
安
全
に
安
心
し
て
迅
速

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
新
た

な
地
域
防
災
計
画
の
策
定
、防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
来

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
や
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、避
難
路
や
避
難
場

所
の
整
備
、資
機
材
の
充
実
や
避
難

訓
練
な
ど
、地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
災
害
時
の
避
難
場
所
を
兼
ね
備
え

た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
１
日

楽
し
く
過
ご
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た

地
震
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

 
所 

信 

表 

明地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
を

笑
顔
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

デジタル化が進む
� 防災行政無線（右）

新しい
津波ハザードマップ（下）

日高町長　　松本　秀司
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支
援
の
一
環
と
し
て
、子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
を
高
等
学
校
卒
業
ま
で

対
象
者
の
拡
大
を
進
め
る
ほ
か
、学

校
区
単
位
で
の
学
童
保
育
所
の
設

置
、保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
充
実
な
ど
、順
次
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、ご
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ま

か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢

者
外
出
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、高
齢

者
の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
活
動
支
援

な
ど
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
漁

業
、商
工
業
、観
光
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、新
規
就
農
者
の
支
援

や
有
害
鳥
獣
対
策
、近
畿
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
漁
業
振
興
、産
湯
海
水

浴
場
の
活
用
と
観
光
客
誘
致
に
努
め

る
と
と
も
に
、町
道
お
よ
び
県
道
の

道
路
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
長
就
任
に
あ
た
り
、町
政
を
預

か
ら
せ
て
い
た
だ
く
今
後
４
年
間

は
、職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、笑
顔
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
、尽
力

す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大

な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、所
信
表

明
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

　

本
年
４
月
１
日
現
在
の
和
歌
山

県
の
推
計
人
口
は
、前
年
と
比
較
し

て
、８
１
４
２
人
が
減
少
と
な
っ
た

一
方
で
、岩
出
市
、上
富
田
町
及
び

日
高
町
の
３
市
町
で
増
加
し
、人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
出
生
数
は
、

岩
出
市
の
９
・
１
４
人
に
次
い
で
日

高
町
が
８
・
７
９
人
と
２
番
目
に
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
高
町
の
人
口
増
加
と
出
生
数
を

今
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
、子
育
て

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実

農
漁
業
、商
工
業
、観
光
産
業
の
振
興

新たに整備を終えた産湯海水浴場の
� 駐車場と完成した「海の家」

学童保育所（右）

子育て支援センター（下）
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お餅をこねこね
−比井保・かしわ餅作り−
　６月18日（水）、比井保育所（西本康子所
長）において、４･５歳園児ら12人が、かし
わ餅作りに挑戦しました。

　まず先生が、かしわ餅の粉に水を加えて
こねると、「もうお餅になった！」と園児ら
はびっくり。小さくちぎって両手で丸め、
お団子にしたあと、薄く広げてあんこを包
み、葉っぱで挟んで完成。綺麗な形にする
のはとっても難しかったけど、沢山作りま
した。
　かしわ餅は、給食の先生に蒸してもらっ
て、おやつの時間にみんなで食べました。

日高町の未来を語る
−松本町長がテレわかに生出演−
　６月２日（月）、松本町長がテレビ和歌山で放送
中の地域密着！和歌山情報を伝える情報番組「５
チャンＤＯ！」（毎週月〜金　18:00-18:55放
送）に生出演しました。

　出演したのは、県民が知りたい和歌山のニュー
スや気になるタイムリーな話題を、生出演ゲスト
や記者解説を交えて紹介するコーナー。今年５月
６日に告示された日高町長選挙で初当選を果たし
た松本町長が、日高町のまちづくりについて、「笑
顔で健康に暮らせるまちづくり」を念頭に、福祉の
充実や防災対策について話されました。
　また、今年度の町行政について「中前町長の政策
を着実に進めていきます」と話されたほか、子ども
から大人まで１日中過ごせるフィールドコミュニ
ティ施設や、子どもの医療費補助制度の拡充など
の構想を紹介。
　最後に、１期４年間の抱負について「自分の仕事
に対して、命がけという決意をもって頑張ってい
きたい」と、力強く語られました。
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交通ルールを学ぼう
−中学校、保育所で交通安全教室−

　６月９日（月）と６月30日（月）に、中学生と保育園児を
対象とした交通安全教室を、御坊警察署（筧一郎署長）や日
高町交通指導員会（北垣順一会長）の協力のもと、開催しま
した。

　日高中学校（坂田豊校長）で実施した教室には、全校生徒
221人が参加。御坊署員がパワーポイント等で自転車に乗
る時のルールについて説明したほか、DVDを上映して自
転車の安全利用を促しました。
　また、内原・志賀・比井保育所合同で実施した教室には、
４･５歳の園児ら合わせて135人が参加。県警察本部で交
通安全教育などを担当する「ひまわり」が応援に駆け付け、
紙芝居や人形劇を交えて講演したほか、きしゅう君も登場
して、みんなで記念撮影を行いました。

おおきくなって返ってきてね！
−ヒラメの稚魚放流−

　６月12日（木）、志賀小学校（井本善也校長）の５年生
児童26人と、比井小学校（玉置雅已校長）の５年生児童
11人が産湯海岸でヒラメの稚魚を放流しました。

　比井﨑漁協の主催で行われたこの放流体験では、児
童らはまず比井﨑漁村センターで日高振興局職員か
ら、漁の種類や漁獲量の減少などについて説明を受け、
資源管理の大切さを学びました。
　その後、児童らは産湯海岸に移動。ヒラメの稚魚が
入ったバケツを手に持ち、波打ち際で一列に並び、次々
に稚魚を海に放流していました。
　体験に参加した志賀小学校の安満翔太君は「初めて
の体験だったけど楽しかった。大きくなって帰ってき
て欲しいです」と話していました。
　この日放流した稚魚はおよそ3,000匹で、県栽培漁
業センターで生まれたのち、比井﨑漁協で８㎝以上ま
で育てたもの。１年経つとおよそ30㎝にまで育ち、刺
し網漁業で漁獲されるそうです。

日高中学校

3保育所合同（内原保育所）
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不戦の誓い新たに
−日高町戦没者追悼法要−

　６月25日（水）、町中央公民館において、町社会福祉協議会
主催による日高町戦没者追悼法要が執り行われました。
　法要には、遺族関係者を始め、松本町長、野田町議会議長、地
元選出の県議の方々が参列し、戦没者400余柱の冥福を祈り
ました。
　町遺族会の山本敏次会長は「戦後69年が経過する中で、今一
度、戦争の愚かさ、平和の尊さを再認識しなければならないと
痛感しています。悲惨な戦争を二度と繰り返さないという決意
を新たにし、後生までその誓いを永続させることが私どもの使
命であると強く感じています」と想いを述べられました。

正しい知識と断る勇気
−日高中・薬物乱用防止教室−

　７月３日（木）、日高中学校（坂田豊校長）で、日高振興局
の協力のもと、全校生徒221人が薬物の危険性などを学び
ました。

　教室では、和歌山県での覚せい剤に関する検挙割合が他
の県に比べて非常に高い現状を、新聞記事を交えて紹介。
　振興局職員は、薬物の種類やその危険性を解説した上で
「薬物への誘いは、友人や先輩などの知り合いからが多い
です。一人で悩まず、信頼できる友人や家族に相談してく
ださい」とアドバイスしていました。

もしもの事態に備える
−心肺蘇生講習会−

　６月28日（土）、海水浴シーズン到来を前に、産湯
婦人防火クラブの方々が、日高広域消防本部（山西良
一所長）から講師を招き、心肺蘇生講習で救急救命の
技術を学びました。

　毎年この時期に実施しているという講習会には、
防火クラブのメンバーらが参加。消防署員から「通報
を受けてから救急車が到着するまで、全国平均では
およそ８分掛かると言われ、これだけ掛かると生存
の確率が大きく下がってしまいます。我々が到着す
るまでの空白の時間をみなさんで埋めていただきた
い」という話があったほか、心肺蘇生訓練用の人形を
使い、心臓マッサージや人工呼吸・AEDの使い方を
学びました。
　防火クラブの山下さんは「毎年参加させてもらっ
てもなかなか覚えられないですが、一回でも多く参
加させてもらって、もしもの事態に備えたいと思い
ます」と話していました。
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家
庭
ご
み
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利

用
し
た
も
の
や
、

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼

却
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　父母の離婚、死亡などによって父または母
と生計を同じくしていない子どもや、父また
は母に一定の障がいがある家庭の子どもを育
てている方に、子どもが18歳に達する日以
後の最初の3月31日（一定の障がいがある場
合は20歳未満）まで支給される手当です。 
　申請を受け付けた翌月分から手当の対象
になります。 

　20歳未満で身体や知的または精神に中程
度以上の障がいもしくは長期にわたる安静
を必要とする病状にある児童を監護してい
る父もしくは母、または父母に代わって児
童を養育している方に支給されます。 
　申請を受け付けた翌月分から手当の対象
になります。 

支給の時期　年３回（4か月分ずつ支給）
● ４月 （ 12月～ ３月分）
● ８月 （ ４月～ ７月分）
● 12月 （ ８月～11月分）

支給の時期　年３回（4か月分ずつ支給）
● ４月 （ 12月～ ３月分）
● ８月 （ ４月～ ７月分）
● 12月 （ ８月～11月分）

児童扶養手当 特別児童扶養手当

月　　額
41,020円

41,010円～9,680円（10円単位）

子1人 
全額支給額 
一部支給額 
第2子は5,000円、第3子以降は1人につき3,000円加算

児童扶養手当
月　　額

49,900円

33,230円

手当の額 
手当の額 

級 

１級 

２級 

特別児童扶養手当

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、毎
年『
現
況
届
』を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
は
、児
童
扶
養
手
当
が
８
月

１
日
〜
８
月
29
日
ま
で
、特
別
児
童

扶
養
手
当
は
８
月
11
日
〜
９
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
況
届
は
、受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、手

当
の
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。２
年
間
こ
の
届
を
提
出
し
な

い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

※�

現
在
、児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

７
月
以
降
、役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
お
知
ら
せ

住民福祉課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。
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支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、「
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
」や

「
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
」

な
ど
は
除
き
ま
す
。

支
給
額

・
一
人
に
つ
き
１
万
円

・
左
記
の《
加
算
対
象
者
》は

　

５
千
円
を
加
算

申
請
先　
住
民
福
祉
課

（
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票

が
日
高
町
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
）

申
請
期
間

　

平
成
26
年
７
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

10
月
１
日（
水
）ま
で

（
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
）

必
要
な
物

◎
認
印

◎
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類

（
申
請
書
は
住
民
福
祉
課
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
）

・
本
人
確
認
書
類

（
顔
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、旅
券
等
の
写

し
等
）

※�

健
康
保
険
証
や
年
金
証
書
な
ど
顔
写
真
の
つ
い

て
い
な
い
も
の
は
、官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
て
い

る
も
の
が
二
点
必
要
で
す

・
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
）

支
給
対
象
者

　

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当･

特
例
給
付
※
を
受
給

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
未
満

※�

特
例
給
付
と
は
、所
得
が
高
額
な
方
に
つ
い
て
、

児
童
一
人
あ
た
り
月
額
５
千
円
を
支
給
し
て
い

る
も
の
で
す

　

ま
た
、対
象
と
な
る
児
童
は
、平
成

26
年
１
月
分
の
児
童
手
当･

特
例
給

付
の
対
象
と
な
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
と
な
る
児
童
」や「
生
活
保
護
の
受

給
者
と
な
っ
て
い
る
児
童
」な
ど
は

除
き
ま
す
。

支
給
額

　

支
給
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
先　
住
民
福
祉
課

（
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票

が
日
高
町
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
）

申
請
期
間

　

平
成
26
年
７
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

10
月
１
日（
水
）ま
で

（
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
）

※�

申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、申
請
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

必
要
な
物

◎
認
印

（
給
付
金
の
受
取
り
に
は
、児
童
手
当

の
受
取
口
座
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

臨
時
福
祉
給
付
金
の
よ
う
な
書
類
は

不
要
で
す
）

・�

老
齢
基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
※
１

・�

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手

当
等
の
受
給
者
な
ど
※
２

※
１�　

平
成
26
年
３
月
分
の
受
給
権
が
あ
り
、４
月

分
ま
た
は
５
月
分
の
年
金
の
支
払
い
の
あ
る

方
が
対
象
で
す

※
２�　

平
成
26
年
１
月
分
の
手
当
等
を
受
給
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す 臨

時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

《
加
算
対
象
者
》 臨

時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

●
支
給
要
件

◆
支
給
要
件

●
申
請
方
法

◆
申
請
方
法

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

�

お
知
ら
せ

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

�

お
知
ら
せ
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臨時給付金に関して、ご注意いただきたいこと
■受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です。
■�原則として、申請期間外の申請や平成26年１月１日時点で日高町に住民票がない方の申請は受け付けられま
せんのでご注意ください。

※�一定の住居を持たない方でいずれの市区町村にも住民票がない方については、平成26年１月２日以降であっても日高町で住民
票の手続きを行えば申請を行うことができます
※�ＤＶ被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他の市区町村から住民票を移さずに日高町にお住まいの方については、
日高町で申請を受け付けることができる場合がありますのでご相談ください

■申請書に記載した指定口座に入金されます。
■�申請期間などは、各市町村により異なります。日高町以外が申請先となる方は、事前にその市町村にご確認く
ださい。

●申請方法に関するお問い合わせ先
　日高町役場　住民福祉課　　　　　　　　　　　　　　☎63・3800
●制度に関するお問い合わせ先
　厚生労働省　２つの給付金に関する専用ダイヤル　　　☎0570・03

み

7
な

・1
いいきゅうふ

92
※また、広報ひだか６月号にもより詳しく掲載していますので、そちらも合わせてご覧ください

お問い合わせ先

　地区住民のみなさまには、いつもお世話にな
りまして、誠にありがとうございます。
　社会福祉法人太陽福祉会「ワークステーショ
ンひだか」では、下記の日程で平成26年度第２回
目の資源回収を行います。
　みなさまのご協力をお願いします。
　なお、お手数ですが、右記指定の収集場所へお
出しください。
（中紀職業訓練センターに、
� 直接お持ちいただいても構いません。）

●と　き　8月24日（日） 

8:00-13:00
（小雨決行・9時より収集開始）

●収集物　新聞　　雑誌（古書含む）　　段ボール
　　　　　アルミ缶・スチール缶　ペットボトル

太陽福祉会から「資源回収」のお知らせ
●収集場所（内原）
・池田公民館前
・東光寺公民館前
・内ノ畑公民館前
・農協原谷支所跡
・原奥旧バス停前
・小中作業所前
・高家北集会所前
・高家南集会所前
・萩原公民館前
・坂中木工所三叉路付近
　（前川運輸第2車庫横）
・荊木公民館裏
・紀伊内原駅南駐車場

（お問い合わせ）
社会福祉法人�太陽福祉会
ワークステーションひだか
� （☎20・5179）

●収集場所（志賀）
・旧上志賀バス停付近
・大原橋付近
・�志賀小北�おろす橋東町有地
・�下志賀コミュニティーセンター
・川上重信氏宅三叉路付近
・谷口文化会館
・�柏コミュニティーセンター横

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」を装った
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成27年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方
　　※（注）・年度途中に満75歳になられた場合や転入された場合は、その翌月分

から利用可（但し、助成額は月割り交付となります）。
　　　　　・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739・
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

　

８
月
18
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、弁
護
士

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

和
歌
山
県
で
は
、

厚
生
労
働
省
所
管
の

も
と
、本
年
も
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、常
用
労
働
者
を
１
〜

４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、

小
規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、労

働
時
間
お
よ
び
雇
用
の
形
態
の
実
態

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
年
１
回
実
施
さ
れ
、そ
れ
ら
事

業
所
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
最

低
賃
金
の
改
訂
審
議
等
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、８

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員

が
訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た
内

容
を
、ご
自
宅
の
電
話
を
使
っ
て
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

確
認
手
順
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①�　

放
送
確
認
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
６
３･

１
６
６
６
）に
電
話
を
掛
け
ま
す
。

②�　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
放
送

が
流
れ
ま
す
。ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従

い
、操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
確
認
頂
け
る
放
送
は
、24
時
間

前
ま
で
の
放
送
で
す
。回
線
の
都
合

上
、つ
な
が
り
に
く
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、そ
の
よ
う
な
と
き
は
時
間

を
お
い
て
再
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
回
線
が
ア
ナ
ロ
グ
の
場
合
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、「
統

計
法
」に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
。ま
た
、統
計
調
査
以
外
の
目

的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、日
高
町
の

調
査
は
、小
池
・
志
賀
地
区
の
事

業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

　
　

調
査
統
計
課　

生
活
調
査
班

（
☎
０
７
３
・
４
４
１
・
２
３
８
８
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
つ
い
て

電
話
で
放
送
内
容
の
�

確
認
が
で
き
ま
す

町
内
全
世
帯
を
対
象
に

�

自
治
会
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

　

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
奉
仕
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、お
祭
り
な
ど
に

参
加
し
て
い
る
間
に
お
こ
っ
た
ケ
ガ

は
、ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も
関
係
者
の

方
も
大
変
で
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
が
自
治
会
活
動

に
参
加
し
て
い
る
間
の
ケ
ガ
に
よ
る

入
院
・
通
院
・
後
遺
障
害
・
万
一
の

死
亡
を
補
償
す
る
た
め
、町
で
は
町

内
全
世
帯
の
住
民
を
対
象
に
自
治
会

活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。補

償
内
容
と
保
険
金
の
限
度
額
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

も
し
事
故
に
あ
っ
た
ら
、す
ぐ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。保
険
事
故
の
連

絡
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は
保
険
金
の

受
け
取
り
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自治会活動保険

補 償 内 容 保険金額

賠償責任（対人・対物補償） 1億円

傷　害

死亡・後遺障害 300万円

入院（1日につき） 2,000円

通院（1日につき） 1,000円

傷�害�見�舞�費�用 10万円
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お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

健康推進課
お知らせ

■
期　

間　

平
成
26
年
６
月
２
日

　
　
　
　

〜
平
成
27
年
２
月
28
日

■
場　

所　

受
診
券
に
同
封
す
る

一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
対
象
者　

75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を
含
む
）

■
費　

用　

６
０
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

対
象
の
方
に
は
、５
月
下
旬
に
受

診
券
を
直
接
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

（
受
診
券
発
行
の
申
込
み
手
続
き
は
、

不
要
に
な
り
ま
し
た
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

�

広
域
連
合

�

☎
０
７
３
・
４
２
８
・
６
６
８
８

　

妊
婦
、と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性

が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
、耳
が
聞
こ
え
に

く
い
、目
が
見
え
に
く
い
、生
ま
れ

つ
き
心
臓
に
病
気
が
あ
る
な
ど「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
い
う
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、妊
娠
す
る
可
能

性
の
あ
る
女
性
は
事
前
に
予
防
接
種

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
も
風
し

ん
を
発
症
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
高
町
で
は
、妊
娠
を
希
望
し
て

い
る
女
性
と
、妊
婦
さ
ん
の
夫
へ
の

風
し
ん
予
防
接
種
ま
た
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

日
高
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

左
記
の
事
項
に
該
当
す
る
方

・
19
歳
〜
49
歳
の
妊
娠
を
予
定

�

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性

（
昭
和
39
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
）

※�

接
種
を
希
望
す
る
方
は
妊
娠
し
て
い
な
い
時
期

に
接
種
し
、接
種
後
２
か
月
間
は
妊
娠
を
避
け
る

こ
と
が
必
要
で
す

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

（
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
ま
す
）

《
助
成
期
間
》

平
成
26
年
４
月
１
日

　
　
　
　

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

後
期
高
齢
者
医
療

�

健
康
診
査
の
ご
案
内

風
し
ん
予
防
接
種
の

�

費
用
を
助
成
し
ま
す

南
海
ト
ラ
フ

地
震
防
災
対
策
計
画
を

�
策
定
し
て
く
だ
さ
い

　

県
内
全
域
の
関
係
事
業
者
は
、津

波
か
ら
の
避
難
の
確
保
等
に
つ
い
て

定
め
た
対
策
計
画
を
県
へ
届
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、消
防
法
に
基

づ
く
消
防
計
画
ま
た
は
予
防
規
程
を

定
め
て
い
る
事
業
者
は
、消
防
本
部

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
り

30
㎝
以
上
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て

い
る
地
域
内
に
お
い
て
次
の
施
設

の
管
理
者
ま
た
は
事
業
者

・�

病
院
、劇
場
、百
貨
店
、旅
館
そ
の

他
不
特
定
か
つ
多
数
の
方
が
出
入

り
す
る
施
設

・
学
校
、社
会
福
祉
施
設

・�

石
油
類
、火
薬
類
、高
圧
ガ
ス
な
ど

の
施
設

・
水
道
、電
気
、ガ
ス
、通
信
、放
送
施
設

・
鉄
道
施
設

・
１
万
人
以
上
が
勤
務
す
る
工
場
な
ど

届
出
期
限�

平
成
26
年
９
月
29
日（
月
）

　

詳
し
く
は
、県
庁
総
合
防
災
課

（
☎
０
７
３･

４
４
１･

２
２
６
２
）

ま
で
。

HDK3-061
長方形

HDK3-061
タイプライターテキスト
千



　

広報ひだか 2014.8月号13

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
さ

れ
る
と
き
は
、森
林
法
に
基
づ
く
伐

採
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。

　

無
届
け
、無
許
可
に
よ
る
伐
採
を

し
た
場
合
、罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、１
ヘ
ク
タ
ー
ル（
１
０
０
０

０
㎡
）を
超
え
る
森
林
の
開
発
行
為

を
行
う
場
合
は
、県
へ
の
許
可
申

請（
林
地
開
発
許
可
申
請
）が
必
要

で
す
。

【
届
出
等
の
時
期
に
つ
い
て
】

　

■
普
通
林
の
場
合

　

・
伐
採
す
る
90
日
〜
30
日
前

�

ま
で
に
届
出
が
必
要

　

■
保
安
林
の
場
合

　

・�

皆
伐
は
、伐
採
面
積
の
限
度
公

表
日
か
ら
30
日
以
内
に
県
へ
の

許
可
申
請
が
必
要

　

・�

天
然
林
の
択
伐
は
、伐
採
す
る

30
日
前
ま
で
に
県
へ
の
許
可
申

請
が
必
要

　

・�

間
伐
ま
た
は
人
工
林
の
択
伐

は
、伐
採
す
る
90
日
〜
20
日
前

ま
で
に
届
出
が
必
要

【
無
届
伐
採
に
対
す
る
罰
則
】

　

■
普
通
林
の
場
合

　

・�
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

■
保
安
林
の
場
合

　

・�

１
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.hidaka.
w
akayam

a.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、産
業
建
設
課
ま
で
。

森
林
の
立
木
を

�

伐
採
す
る
と
き
は

お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）

産 

業 

建 

設 

課

お
知
ら
せ

《
助
成
方
法
》

●
助
成
券
の
発
行
に
よ
る
助
成

　

健
康
推
進
課
へ
申
請
し
て
無
料
接

種
券
・
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。次
に
、医
療
機
関
に
予
約

し
、そ
れ
ら
を
持
参
し
て
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑

（
母
子
健
康
手
帳〔
妊
娠
し
て
る
女
性

の
夫
〕）

●
償
還
払
い
に
よ
る
助
成

　

接
種
完
了
後
、医
療
機
関
に
接
種

費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
を
ご
持
参
の
上
、健
康

推
進
課
へ
費
用
の
償
還
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
・
領

収
書
・
接
種
済
証
・
振
込
先
の
通
帳

（
母
子
健
康
手
帳〔
妊
娠
し
て
る
女
性

の
夫
〕）

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。



　広報ひだか2014.8月号 14

お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
・
浄
化
槽
を

使
用
中
の
み
な
さ
ま
へ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）・

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

台
所
で
は
、廃
油
や
野
菜
く
ず
・

�

残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

台
所
か
ら
食
用
油
な
ど
を
流
す

と
、油
が
固
ま
っ
て
管
が
つ
ま
る
原

因
と
な
り
、処
理
場
や
浄
化
槽
の
処

理
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。生
ゴ
ミ

な
ど
も
管
が
つ
ま
る
原
因
と
な
り
、

悪
臭
が
発
生
し
ま

す
の
で
、流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
は
流
さ
な
い

�

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む

つ
、生
理
用
品
、た
ば
こ
、ガ
ム
な
ど

は
水
に
溶
け
な
い
の
で
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を

�

使
い
ま
し
ょ
う

　

洗
濯
用
洗
剤
は
無
リ
ン
の
洗
剤
を

使
用
し
、洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

有
リ
ン
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
有

機
リ
ン
は
、処
理
場
や
浄
化
槽
で
処

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、河
川

や
海
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

有
害
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、石
油
、ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。揮
発
性

の
高
い
危
険
物
を
流
す
と
、爆
発
を

起
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

お
風
呂
と
台
所
か
ら
の
排
水
が

　

流
れ
る
マ
ス
は
定
期
的
な

�

清
掃
が
必
要
で
す

　

台
所
か
ら
の
排
水
に
は
、油
分
や

野
菜
ク
ズ
を
分
離
す
る
た
め
の
分
離

マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
か
ら
の
排
水
に
は
、固
形

物
や
毛
髪
等
の
流
下
を
阻
止
す
る
た

め
の
目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
で
は
、浴
室
内
の
排
水
溝
の
定
期
的

な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て

　

転
入
、転
出
、出
生
、死
亡
等
に
よ

り
、ご
家
族
の
人
数
に
変
更
が
あ
る

場
合
、使
用
料
の
変
更
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、大
学
在
学
や

施
設
入
居
等
、特
別
な
理
由
に
よ
り

住
居
を
異
に
し
て
い
る
場
合
は
免
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
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　日高町では介護予防事業として4つの教室（健康運動教室・脳トレーニング教室・口腔機
能向上教室・栄養改善教室）を開催しています。

　9月から、平成26年度 第2回目の と が始まります。
　参加対象者は、 です。

※各教室とも、送迎があります

■お問い合わせ・申込先
　健康推進課・地域包括支援センター　☎ 0738-63-3801

介護が必要な状態にならないために　元気なうちから
　　　　　積極的に　介護予防事業に参加しましょう!!

いつでも　どこでも　誰にでもできる！気功を中心に無理なく健康づくり！！ 
脚・腰の筋力強化や体力アップを図り、運動機能の低下を予防・改善します。 

●期　間：平成26年9月～11月（全12回）
 毎週火曜日　午前9時00分～午後1時00分
●場　所：メディカル＆フィットネス・アクオ
●定　員：15名程度（定員になり次第締め切ります）
●内　容：気功とプールまたはジム
●参加費：1回につき310円と昼食代毎回520円

参加者 
募集！！ 

楽しく楽に、脳トレーニングができる！！楽しいから続く、続けるから、能力アップ！!
楽習療法による多種多様のプログラムで楽しみながら脳トレーニング。
脳を活性化させ、認知症を予防・改善します。

●期　間：平成26年9月～11月（全12回）
 毎週金曜日　午後1時00分～午後2時30分
●場　所：コミュニティケア　キタデ　ゆうゆう
●定　員：10名程度（定員になり次第締め切ります）
●内　容：音読・計算・両手指の運動・脳トレ体操・ゲームなど
●参加費：1回につき220円

参加者 
募集！！ 

満年齢65歳以上で要介護認定を受けていない方 
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　平成27年に開催される「紀の国わかやま国体」で日
高町は、ホッケー競技の会場です。
　大会の運営には、多くの皆様の力が必要です。全国か
ら来られる方々を温かくお迎えし、日高町らしい大会
開催に向け、たくさんのご応募をお待ちしています。

募集内容
平成27年の紀の国わかやま国体での
　　　　「運営および準備サポーター」
応募要件
日高町内に在住、在勤、在学する個人またはグループ
（１）運営サポーター（応募時点で18歳以上の方）
（２）準備サポーター（本人の意志でどなたでも。年齢不問）

応募方法
町教育委員会で手続きを行えます。
※�詳細などは、下記までお気軽にお問い合わせくだ
さい
　・教育委員会（☎63･3812）

☆紀の国わかやま国体
　　　　平成27年9月26日（土）から10月6日（火）
　　（ホッケー競技）
　　　　平成27年10月1日（木）から10月5日（月）

紀の国わかやま国体　ボランティア

「日高町国体サポーター」を募集します！

募集種目 応募資格 受付期間 試験日・（場所） 採用時期

自�衛�官�候�補�生

男子

18歳以上
27歳未満の方

9月30日（火）
まで

9月11、17、28日（和歌山市）

平成27年3月下旬
　　　�〜4月上旬

10月1日（田辺市）

女子

8月1日（金）〜
　9月9日（火）

9月25日（和歌山市）

一 般 曹 候 補 生
1次：9月19日

（和歌山市・田辺市・串本町）

航 空 学 生
高卒（見込含）
〜21歳未満の方

1次：9月23日
（和歌山市）

平成26年度　自衛官募集案内

※応募資格欄中の年齢は、平成27年４月１日現在の年齢を示します

◆説明会　日　　程　平成26年８月10日（日）・16日（土）・30日（土）
　　　　　受付時間　10時〜15時（来所の方から順番に個別説明“約30分程度”）
　　　　　場　　所　自衛隊御坊地域事務所
◆お問い合わせ
　　　　自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０−１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎２３・００２０
　　　　　　　　　　　　　役場総務政策課　　☎６３・２０５１
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■�ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載されて
います。ぜひ、アクセスしてご覧ください!!
　※詳しくは、下記へお問い合わせください

＊＊＊知っていますか？建退共制度＊＊＊
　この制度は、「中小企業退職金共済法」という法律に基づき、建設現場労働者の福祉増
進と、建設業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　事業主の方々は、現場で働く労働者の共済手帳に働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼
り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業
界全体での退職金制度です。

■加入できる事業主�:�建設業を営む方
■対象となる労働者�:�建設業の現場で働く方
■掛金�:�日額310円

☆建退共から事業主のみなさまへのお願い☆
・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。
・�「建設業退職金共済手帳」をお持ちの労働者が、建設業界を引退されるときは、忘れずに退職金を請求するようお伝えください。

★特長
　◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
　◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
　◎掛金の一部を国が助成します。
　◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税

法上全額非課税となります。
　◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

【お問い合わせ先】 独立行政法人 勤労者退職金共済機構
　　　　　　　　 建設業退職金共済事業本部　和歌山県支部　☎ 073・436・1327

建退共 検索

ＮＨＫ学園　生徒募集中！

名�称 広域通信制
ＮＨＫ学園高等学校普通科

ＮＨＫ学園
生涯学習通信講座

概�要

全国どこからでも入学可能。
ＮＨＫのテレビ・ラジオの放送を利用した特色のあ
る教育課程で、３年間で高校卒業資格を取得でき
ます。
登校は月に１～２回です。

趣味・教養から語学・資格まで、幅広いジャンル
の講座が200コース以上あります。通信講座で新
しい趣味・スキルを身につけてみませんか？（主な
講座：俳句、短歌、書道、ペン字、写経、水彩画、
絵手紙、写真、エッセイ、古文書、漢方、薬膳、ハー
ブ、折り紙、ハングル、中国語、スポーツリーダー養
成講座など）

履修年数 ３年（ただし、転編入あり） 受講期間：３か月～１年（講座によって異なります）

募集対象 中学校を卒業した方。高等学校中退者他。 一般

出願・申込
方法

ご請求により入学案内書と願書をお届け。出願受
付順に書類選考と面接を行います。

ご請求により案内書をお届け。お葉書、お電話、ＦＡ
Ｘ、ホームページからお申込いただけます。
無料の案内書をお気軽にご請求ください。

願書・申込
受付期間

転入生：2014年11月20日まで
後期新入学・後期編入学：2014年８月１日～９月30日 通年申込受付

※案内書の請求は下記まで。詳細についてもお気軽にお問い合わせください
　〒186-8001　東京都国立市富士見台2-36-2　☎042･572･3151（代）　FAX042･574･1006
　ホームページ：http://www.n-gaku.jp
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税関では、お預かりしている
次の通貨・証券などをお返ししています

●大阪税関�監視部�取締総括部門
　〒552-0022　大阪市港区海岸通2-1-4
　☎06・6576・3135
　受付時間：8:30 ～ 17:00（土、日、祝日を除く。）
　e-mail:osaka-koho@customs.go.jp

●大阪税関�和歌山税関支所
　〒640-8287　和歌山県和歌山市築港6-22-2

和歌山港湾合同庁舎内
　☎073・428・3882

１．�終戦後、外地から引き揚げてこられ
た方々が、上陸地の税関または海運
局に預けられた通貨・証券など

　お心当たりの方は税関へお問い合わせください。
　ご本人だけでなく、ご家族の方もお問い合わせや返還
請求をすることができます。
　保管証券返還のご案内は、大阪税関ホームページでも
ご覧頂けます。

【大阪税関ホームページアドレス】
http://www.customs.go.jp/osaka/

２．�外地の総領事館や日本人自治会な
どに預けられた通貨・証券などの
うち、その後日本に返還されたもの

【お問い合わせ先】

　梅雨も明け、いよいよ活動的な８月を迎えまし
た。ところが、この季節は暑さによる疲労で注意力
が散漫になり、体も汗ばみやすいので、感電事故が
起こりやすくなります。
　関西電気保安協会をはじめ、電気関係団体では、
経済産業省主唱のもと毎年８月を電気使用安全月
間と定め、電気事故の防止を図るため、全国で一斉
に電気の安全運動を実施しています。今年で34回
目を迎えます。ご家庭や職場で電気事故を防止す
るため、日頃から電気安全を心がけましょう。

　今夏は、電力の需給が
非常に厳しくなってい
ます。
　お客さまの健康に影
響を与えない範囲、ライ
フライン機能等の維持
や生産活動に支障のな
い範囲で、可能な限りの節電にご協力いただきま
すようお願いします。

【節電に関するお問い合わせ先】
～関西電力：節電お問い合わせ専用ダイヤル～
　☎0800･123･0171（通話無料）
　（受付時間：9:00～17:00/
　　土、日、祝日および８月13日～15日は除く）
※�お電話が繋がりにくい場合がありますので、あらかじめご了
承ください

※一部のＩＰ電話からは、ご利用いただけない場合があります

夏の節電に
ご協力をお願いします

８月は電気使用安全月間です

【
お
問
い
合
わ
せ
】

関
西
電
気
保
安
協
会　

和
歌
山
支
店　

御
坊
営
業
所

�

☎
２
２
・
２
３
６
８

夏の節電に
ご協力をお願いします
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ローリングストック法って？

防災ひとくちメモ  vol.22

　災害時用の保存食を大
量に用意することだけが
備蓄ではありません。定期
的に消費しながら、一定量
を家庭内に備蓄し、備蓄し
ている食品を回転させて
いくことをローリングス
トック（回転備蓄）法といいます。
　この備蓄法には、保存食品の消費期限切れを防
いだり、押入の奥に入れてしまって取り出せない
という不測の事態を防いだりすることができる利
点があります。
　また、この備蓄方法に適しているのは、缶詰やレ
トルト食品などの、消費期限が比較的長く、そのま
までも食べられるような食品です。
【ローリングストック法のイメージ】

・中身の消火剤

・消火器の容器

消火器耐用年数の目安

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式）￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器
の引取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意
【連絡先】�日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

…�８年程度
…10年程度
…�８年程度
…10年程度

海
の
見
え
る
温
泉

温
泉
館「
海
の
里
」

　
み
ち
し
お
の
湯

【開館時間】

午前11時〜午後9時
（入浴受付は、午後8時まで）
【休館日】

毎週火曜日（祝日の場合は、翌日）
および12月28日〜1月3日

【料　金】

□大人（中学生以上）…600円
□小人（3歳〜小学生以下）…300円
□身体障害者手帳保持者（身体・知的・精神）
　および満70歳以上、介添人…510円
※お得で便利な回数券もご利用ください

日高町方杭100番地　☎64・2
ふ

6
ろ

2
ふ

6
ろ

町内にお住まいの60歳以上の方
は、入館料が300円になりますので、
受付にてお申し出ください！
※上記を証明できる物が必要です

防災ひとくちメモ  vol.22

最初に多め
に購入する

定期的に
消費する

定期的に
補充する

平成26年度

各種講習日程表（8月〜11月）

場　　所：和歌山県建設会館3F会議室
講義時間：いずれも午前9時～午後5時
　　　　　��（講義内容により、変更があります）
　※�定員になり次第、締め切ります。また、申込者が少数の場合
は、講習会を取りやめさせていただく場合があります

【お問い合わせ】
　建設業労働災害防止協会　和歌山県支部
� ☎073・436・1327

講習 日時 受講料 受付開始日

地山の掘削及び土止め支保
工作業主任者（1･2級土木施
工管理技術検定合格者のみ）

８月26日（火）
午後１時～ ¥9,100 ７月28日（月）～

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメント含む）

９月９日（火）〜
９月10日（水） ¥12,900 ８月11日（月）～

現場管理者統括管理講習
（リスクアセスメント含む） 10月１日（水） ¥8,200 ９月１日（月）～

コンクリート造の工作物の
解体等作業主任者

11月11日（火）〜
11月12日（水） ¥10,800 10月14日（火）～

施工管理者等のための
足場点検実務者研修

11月18日（火）
午後１時〜 ¥6,900 10月20日（月）～
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５月３０日（金）
　「ちょうちょ　ちょうちょ♪」「ダンゴムシ」、
見つけると、指さしながら教えてくれるよ。
　大きな亀とヤギにびっくりしたけど、触った
り乗ったりもできました♪

６月
パパへ、お仕事お疲れさま♪
いつもありがとう♪

６月１７日（火）
“飛行機ブーン（＊^｡^＊）”
ママと一緒だとこわくないよ。
輪くぐりもして楽しかった♪

お問い合わせは、
子育て支援センター（☎ 70･4140）まで。

〜☆☆☆お散歩☆☆☆〜

〜☆☆☆父の日のプレゼント作り☆☆☆〜

〜☆☆☆桑原りみ先生体操教室☆☆☆〜

※０〜３歳の未就園児とその
　�保護者の方が、対象となっ
ています。
※月〜金
　午前� 9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

８月の行事予定♪♪♪
　８日　プール　10:30 〜
12 日　子育て広場（身体測定）
　　　　　9:30 〜 11:00

13 日〜15 日　お盆休みのため休館
18 日　プール　10:30 〜
26 日　クエっこ測定
29 日　プール　10:30 〜
※�プールは、天候により変更する場合が

あります

●保護者の方が対象の交通安全教室を開催します。
日　時：９月 18 日　10:30 〜

※参加人数には限りがありますので、
　 右記までお早めにお申込みください
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開室日…月曜日～土曜日　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間 中央公民館（☎63・3811）

公 民 館 図 書 室 だ よ り

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆屋根屋 （村田　喜代子）
　雨漏りのする屋根の修理にやってきた屋根屋。
自在に夢を見られると語る彼の誘いに乗って、
「私」は夢のなかの旅へ一緒に出かける。屋根職人
と平凡な主婦の奇想天外な空の旅。

おはなしの会
読み聞かせボランティア

募集中!!
　中央公民館では、子供たちに
本を読んでくれる方を募集しています。絵本や
読み聞かせに興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。

☆ひまわり （荒井　真紀）
　小さな種から大きな花を咲かせるひまわりの一
生を、美しい細密画でていねいに描いた絵本。ひま
わり観察に役立つヒントがいっぱい。自然の力強
さや命の不思議を感じられます。

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

一般書
●知の巨人 （佐藤　雅美）
●天地雷動 （伊東　潤）
●ゆずこの形見 （伊藤　たかみ）
☆屋根屋 （村田　喜代子）
●グレイ （堂場　瞬一）
●貘の檻 （道尾　秀介）

《小学校低学年の部》
●まよなかのたんじょうかい （渡辺　有一）
●どこかいきのバス （井上　ようこ）
●ミルクこぼしちゃだめよ!

（クリストファー・コー）
☆ひまわり （荒井　真紀）

《小学校中学年の部》
●ともだちは、サティー！ （大塚　篤子）
●ただいま!�マラング村　（ハンナ・ショット）
●よかたい先生 （三枝　三七子）

《小学校高学年の部》
●ふたり （福田　隆浩）
●マッチ箱日記 （バグラム・イバトゥーリン）
●時をつなぐおもちゃの犬

（マイケル・モーバーゴ）
●カブトムシ山に帰る （山口　進）

《中学校の部》
●星空ロック （那須田　淳）
●語りつぐ者

（パトリシア・ライリー・ギフ）
●ホタルの光は、なぞだらけ

（大場　裕一）

など、全部で１５冊！

など、全部で１５冊！

みなさんのお越しを
お待ちしています!!
みなさんのお越しを
お待ちしています!!

《一般書》 《児童書》

児童書 読書感想文課題図書
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保健だより 

知って防ごう!!

カンピロバクター食中毒
知って防ごう!!

カンピロバクター食中毒
知って防ごう!!

カンピロバクター食中毒
～予防のポイント～～予防のポイント～

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

鶏、牛、豚などの腸内に住んでいる菌。解体時に汚染された肉を通じて感
染することが多くなっています。熱や乾燥に弱く、常温の空気中でも徐々に死滅しますが、
他の食中毒に比べて少量でも食中毒を起こすという特徴があります。肉の中では、鶏の保
菌率が高くなっています。

潜伏期間は２〜７日と長く、腹痛、下痢、嘔吐、発熱などの症状が現れますが、比較的軽症です。
※�抵抗力の弱い子どもや高齢者は食中毒にかかりやすく、重症化する可能性が高いので、
注意が必要です

・鶏の刺身（ささみの生食）、生焼けの肉
・菌のついた包丁やまな板で調理した食品
・手指や調理器具を介して二次汚染を受けたサラダなどの食品

　食中毒を起こす細菌やウイルスには、熱に強いもの・弱いもの、乾燥に強いもの・弱いものなど、様々
な特徴のものがあります。それぞれの食中毒菌やウイルスの特徴などに合った予防策が必要ですが、加
熱調理や食材の衛生的な取扱い等、共通する部分もたくさんあります。
　食中毒を予防するために、特に次の３つの基本的な衛生習慣を守りましょう。

・脱水症状にならないように水分を十分にとり、早めに受診する
・自己判断で下痢止めなどの市販薬を飲まない
・安静にする

●洗う
　食品、手、調理器具はしっか
りきれいに洗う。
●覆う
　菌がつかないよう、食品はふた
やラップフィルムで覆って保存。

●温度管理
　常温で放置せず、冷蔵庫で保
存する。
●早く食べる
　作った料理は早めに食べる。
残ったものは冷蔵庫へ。

●加熱
　食品内部まで十分火を通す。
●料理器具
　こまめにしっかり洗い、定期
的に消毒する。

　食中毒は一年を通じていつでも発生しますが、日本の夏は高温多湿で食中毒菌に
とっては絶好の環境です。食中毒の原因となる細菌にはたくさんの種類があります
が、その中でも発生件数が多かったり、幼児の重症化事例が発生したりして問題と
なっているのが、「カンピロバクター」による食中毒です。

特　徴：

症　状：

感染ルート：

菌・ウイルスを 菌・ウイルスを 菌・ウイルスを

カンピロバクターとは

食中毒予防のポイント

食中毒かなと思ったら…

つけない 増やさない やっつけるつけない 増やさない やっつける
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、
生
徒
は

み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

◎
自
転
車
安
全
利
用
５
則

１
．
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

２
．
車
道
は
左
側
を
通
行

３
．
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

４
．
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
・

夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
安
全

確
認

５
．
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　中村 祥大

比井駐在所
　　岡野 敏之
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

　

８
月
に
入
り
、青
少
年
に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
夏
休
み
に

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、夏
休
み
中
は
自
由
な
時
間
が
増
え
る

一
方
で
、青
少
年
が
飲
酒
・
喫
煙
・
深
夜
徘
徊
と
い
っ
た
不
良

行
為
や
万
引
き
・
自
転
車
盗
・
薬
物
乱
用
な
ど
の
非
行
に
走
る

こ
と
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
地
域
の
大
人
が
協
力
し
て
非
行
を
防
ぎ
、犯
罪
な

ど
か
ら
青
少
年
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ル
ー
ル
と
約
束

■
午
後
10
時
に
子
ど
も
を
外
出
さ
せ
て
い
ま

せ
ん
か
？

■
子
ど
も
の
飲
酒
・
喫
煙
を
助
長
・
放
任
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

■
パ
ソ
コ
ン（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）・
携
帯

電
話
は
正
し
く
使
用
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

◎
気
付
こ
う「
さ
さ
い
な
変
化
に
」

■
帰
宅
時
間
が
遅
い
・
夜
遊
び
・
無
断
外

泊
が
多
い
。

■
見
た
こ
と
の
な
い
人
と
の
友
達
付
き

合
い
が
増
え
た
。

■
食
事
を
一
緒
に
と
ら
な
い
、部
屋
に
閉

じ
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
金
遣
い
が
荒
く
な
り
、頻
繁
に
お
金
を
欲
し
が
る
。

　

今
後
30
年
以
内
に
大
地
震
が
起
こ
る
確
率
は
、

東
南
海
地
震
が
70
％
、南
海
地
震
が
60
％
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
日
頃
の
備
え

●
家
具
類
の
配
置
に
注
意
し
、タ
ン
ス・
本
棚
な

ど
は
壁
や
柱
に
固
定
す
る
。

●
避
難
経
路
は
２
つ
以
上
確
保
し
、実
際
に
歩
い

て
確
か
め
る
。

●
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
、持
ち
出
し

や
す
い
場
所
に
置
い
て
お
く
。

◎
地
震
が
起
こ
っ
た
ら

●
屋
内
な
ら
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
等
に
隠
れ
、屋

外
な
ら
カ
バ
ン
や
上
着
で
頭
を
守
り
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
看
板
な
ど
か
ら
離
れ
る
。

●
警
察
・
消
防
・
市
町
村
な
ど
が
出
す
正
し
い
情

報
で
行
動
す
る
。

大地震の発生に備えて

青
少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
の
防
止

●
津
波
は
、最
初
に
引
き
波
が
来
る
と
は
限

ら
な
い
。

●
長
い
時
間
ゆ
っ
た
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ

た
と
き
は
、直
ち
に
海
浜
か
ら
離
れ
、急
い

で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

●
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、警
報

や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
沿
岸
部
に

近
づ
か
な
い
。

　本年２月頃から、日高町や美浜町、御坊市
内で、無施錠の窓から侵入して金品を窃取す
る空き巣ねらいが７件ほど発生しています（５
月末現在）。
　昨年、紀の川筋では、葬儀の当日を狙った
空き巣もあり、外出時は戸締まりを確実にして
ください。

無施錠の家を狙った
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

樫
の
木
の
若
葉
の
光
り
つ
や
つ
や
と
青
空
に
向
け
双
の
手
広
ぐ

庵
戸
眞
知
子

土
手
の
辺
に
梅
の
実
お
お
き
く
ふ
く
ら
み
て
紫
蘇
巻
に
す
る
手
の
爪
を
研
ぐ

西
岡
美
智
子

の
ど
自
慢
公
開
放
送
よ
り
帰
り
来
て
ビ
デ
オ
で
探
す
一
瞬
の
吾
が
顔

小
山
　
和
代

注
文
の
優
し
き
声
は
も
う
聞
け
ず
若
く
逝
き
し
に
言
葉
失
う

仲
田
美
智
子

大だ
い
ふ
く

福
山
で
上
か
ら
ス
ル
リ
と
尺
取
が
背
に
飛
び
移
り
て
き
ま
ま
な
旅
を

中
西
　
　
優

右
の
手
に
太
る
豌
豆
握
り
つ
つ
次
の
大
き
な
莢
を
目
に
追
う

曽
根
　
邦
子

宇
宙
よ
り
帰
り
し
ソ
ユ
ー
ズ
の
岩
田
さ
ん
穏
和
な
顔
に
お
帰
り
な
さ
い

野
㞍
　
　
功

仙
台
の
友
の
便
り
の
途た
絶
え
し
ま
ま
春
は
限
り
て
葉
桜
茂
る

深
海
三
千
代

山
百
合
の
膨
ら
み
ゆ
く
を
楽
し
む
に
鹿
に
食
べ
ら
れ
立
つ
茎
無
惨

鍵
本
　
和
代

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
競
い
し
日
日
の
結
果
な
り
　
東
京
行
き
の
栄
を
賜
る

玉
井
か
を
る

後
に
な
り
先
に
な
り
し
て
満
月
は
帰
路
の
車
を
見
守
り
く
れ
ぬ

松
原
　
昌
子

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
私
の
命
こ
ん
な
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
事
の
幸
せ

北
垣
　
鈴
子

収と

穫る

こ
と
も
な
け
ん
み
か
ん
の
花
匂
う
棚
田
は
忙
し
田
植
真
盛
り

奥
田
　
房
子

花
終
へ
て
重
き
緑
と
な
れ
る
木
の
葉
群
を
煽
る
水
無
月
の
風

和
田
　
路
子

熟
れ
す
ぎ
し
さ
く
ら
ん
ぼ
皿
に
盛
り
上
げ
て
吾
を
め
ぐ
れ
る
血
の
色
お
も
う

馬
谷
美
代
子

日高町職員採用試験のご案内
−日高町の未来を担う仲間を募集！−

（平成27年4月1日採用予定）

採用試験申込書受付期間
　平成26年8月1日（金）〜8月15日（金）
　（午前8時30分〜午後5時15分・ただし、土・日曜日は除く）
　郵送の場合は、8月15日（金）までの消印有効
募集職種・採用予定人員・主な職務内容

受験資格
　（1）�昭和62年4月2日から平成9年4月1日までに生

まれた方。
　（2）�平成26年7月1日現在、日高町に住所を有する方。

ただし、在学または勤務のため一時的に他の市
町村に転出している方を含む。

　（3）�地方公務員法第16条に該当する方および日本
国籍を有しない方は、受験できません。

★1次試験
　試 験 日� 平成26年9月21日（日）午前9時〜
　試験会場� 日高町保健福祉総合センター
� 　　　　　　　　��2階大会議室
　試験内容� 教養試験、適性検査、作文試験

★2次試験（1次試験合格者のみ）
　試 験 日� 平成26年10月26日（日）午前9時〜
　試験会場� 日高町役場　3階大会議室
　試験内容� 面接試験

※�試験案内および申込書を総務政策課にて配布し
ています（日高町公式ホームページからもダウン
ロードできます。）

【申込先・お問い合わせ先】
　〒649-1213　和歌山県日高郡日高町高家626
　日高町役場　総務政策課　（☎63・2051）

試験区分 採用予定人員 主な職務内容

一般行政職 4名程度 町長部局または
教育委員会等の事務



※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
18
日（
月
）　

13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
12
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

●
9
月
4
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
1
月
〜
2
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

3

歳

児

健

診

3

歳

児

健

診

●
21
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
12
月
〜
H
24
年
1
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

2

歳

児

健

診

2

歳

児

健

診

●
28
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
24
年
12
月
〜
H
25
年
2
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

1
歳
6
か
月
児
健
診

1
歳
6
か
月
児
健
診

●
20
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
26
年
3
月
16
日
〜
4
月
30
日
生

　
　
　

H
25
年
9
月
16
日
〜
10
月
31
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

受
付
時
間　

／
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
10
日
は
9
時
30
分
ま
で
受
付
）

●
5
日（
火
）　

萩
原
公
民
館

●
10
日（
日
）　

内
原
保
育
所

●
22
日（
金
）　

荊
木
公
民
館

●
27
日（
水
）　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

特
定
健
診
、
胃
・
大
腸
・

胸
部
・
乳
房
・
前
立
腺
検
診

特
定
健
診
、
胃
・
大
腸
・

胸
部
・
乳
房
・
前
立
腺
検
診
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　効果的な運動方法を学んで、いい汗かいて、メタ
ボリックシンドロームを予防・改善しませんか？
楽しく運動したい方、どなたでもご参加ください。

☆�医療機関にかかっている方は、運動制限について必ず
主治医にご相談ください。

内
容

□動きやすい服装
□運動シューズ
□汗ふきタオル
□飲み物（お茶等）

メディカル＆フィットネス��アクオ��運動指導士

ご用意いただく物

講　師

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運動教室のご案内

○ストレッチ
○初級エアロビクス

○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

時　　間 場　　所

9月12日 金 13:30〜15:00 日高町
農村環境改善センター10月15日 水 10:00〜11:30

11月14日 金 13:30〜15:00 メディカルフィットネス
アクオ
3階

12月�8日 月 10:00〜11:30

1月16日 金 13:30〜15:00
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31 9/1 2 3 4 5 6

3 4 5 6 7 8 9

24 25 2726 28 29 30

17 18 20 21 22 23

10 11 12 13 14 15 16

19

7/27 28 29 30 31 8/1 2

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2014年8月
August

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・国民健康保険税
  第3期分納期限
・後期高齢者医療保険料
  第2期分納期限
・介護保険料
  第3期分納期限

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・特定健診、胃・大腸・胸
部・乳房・前立腺検診※
 （萩原公民館）

・複雑ごみ

・特定健診、胃・大腸・胸
部・乳房・前立腺検診※
 （内原保育所）
・粗大ごみ
 （田杭・阿尾・産湯・
小坂）

・資源ごみ

・小型プラスチックごみ

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）

・国民健康保険税
  第2期分納期限
・後期高齢者医療保険料
  第1期分納期限

・粗大ごみ
 （比井・津久野・小
浦・方杭・小杭・柏）

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H26年3月16日～
H26年4月30日生、H25年
9月16日～10月31日生）
 （ふれあいセンター） 
・小型プラスチックごみ

・2歳児健診※
 （対象：H23年12月～
H24年1月生）
 （ふれあいセンター） 

・1歳6か月児健診※
 （対象：H24年12月～
H25年2月生）
 （ふれあいセンター） 

・献血

・特定健診、胃・大腸・胸
部・乳房・前立腺検診※
 （荊木公民館）

・特定健診、胃・大腸・胸
部・乳房・前立腺検診※
 （ふれあいセンター）
・資源ごみ

・3歳児健診※
 （対象：H23年1月～2
月生）
 （ふれあいセンター） 

・複雑ごみ

HDK3-061
長方形
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TOWN information 

町の人口と世帯 

平成26年6月30日現在
人　口 7,874人
　男 3,757人
　女 4,117人
世帯数 3,027戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

花が大好きな方の集まりです

　公民館教室の１つであるガーデニング教
室には、現在16人が参加しています。活動
は年間５～６回で不定期ですが、出席率は高
く、老若男女問わず様々な方が参加されて
います。
　教室では、参加者が自前の鉢植えに土を
入れ、花の苗を植えました。
　講師の米倉信治先生は「健康な方でも体
が不自由な方でも、若い方でも高齢の方で
も、雑談しながら笑顔で楽しめるのがガーデ
ニングだと思います」と話されていました。
　費用は材料費の1,000円で、使用する花
は毎回、季節に応じたものを先生が選んでき
てくれるそうです。
　詳しくは、日高町中央公民館（☎63・3811）まで。

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている文化活動団体をご紹介するコーナーです。

vol.8

「和気あいあいと、
　　　　　楽しくガーデニングを学んでいます」
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